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はじめに

筆者の自説・持論としての「非農家の農業参
画による家庭内供給的小規模農業展開論」を、

『経営情報学論集』から継続させて本誌に出し
ていくのは、今回で四回目である1。今回はそ
うした家庭内供給的小規模農業展開論のさらな
る展開として、表題にある「グリーン・ツーリ
ズム」（援農を兼ねた農作業体験・旅行）に関
して、希望者が多く出たこともあって、その実
証実験的な実践活動が可能となった。

本稿ではその実証実験の結果を示し、このよ
うなグリーン・ツーリズムの活動・行動、さら
には家庭内供給的小規模農業が有するさらなる
発展と展開について、考察を深めていくことと
する。

Ⅰ．自説・持論「非農家の農業参画によ
る家庭内供給的小規模農業展開論」
と、グリーン・ツーリズムとの関係

1．‌�自説・持論「非農家の農業参画による家庭
内供給的小規模農業展開論」の実践活動を
含めた簡単な紹介

まず最初に、ここでは筆者の自説・持論とし
ての「非農家の農業参画による家庭内供給的小
規模農業展開論」に関して、筆者の実践活動を
含めた簡単な紹介を行なっておいた方が良い。

それは以下のとおりである2。
筆者は山梨県昭和町で小規模農業を片手間に

行なっている者である。田んぼが約 6a（3a が
2 ヶ所）、畑が約 3a、このような小規模での農
業である。本業は大学などで講義・研究を行
なっている者である。さしづめ半農半 X（X は
教員・研究者）となろうか。

こうした片手間での小規模な農業であるか
ら、化学肥料や農薬を使わずに、エンジン付き
の農業用機械も使用せずに行なえている。トラ
クターはもちろん、軽トラックもなく、あるの
は普通の軽自動車である。専ら手作業・人力で
農作業を行ない、畑の肥料は手作りの堆肥やボ
カシを使用している。種も自家採取できるもの
は、それを活用している。

これによって必要な経費・費用は、慣行農法
と比べて非常にわずかとなっている。無農薬で
田んぼは自然農法、畑は有機農法的に行なって
いる。そのため、収穫したお米などは欲しいと
いう方に自家消費以外の分をお分けし、その収
入で必要最小限の農業用資材や、地代を工面し
ている。収支計算とすればトントンであり、結
局、農業を行なうのに出るお金がなくなってい
る。

田んぼの米づくりは「不耕起」であるが、一
般に知られている「冬水田んぼ」ではない。し
かし耕運・代掻きはしたことはなく、トラク
ターいらずである。通常稲作では耕運・代掻き
をしなければ、土が固く稲の苗は植えられない
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のであるが、不耕起栽培を続けていると土が軟
らかくなり、刈り取り後に慣行田を歩いて比べ
ると、不耕起田の方がフカフカ・グニャグニャ
となっている。これには不耕起田に入った方が
皆、慣行田との違いに驚いている。稲作での栽
培上の秘訣など取り立ててなく、苗代に前年の
籾を蒔いて発芽させ、それを一本植などの疎植
植えで行なっている。

自家採種の不耕起栽培で、ここ最近イネの姿
も変わり、丈が非常に長くなり、収穫量も慣行
田より多くなり、ここ 3 年間、慣行田を上回る
収穫量である。2 ヶ所の田んぼで行なってお
り、それが 3 年続いてきたわけであるから、こ
うした増収は単なるマグレや偶然ではないと考
えられる。

春の草は除草せず、全く耕さず、代も掻か
ず、化学肥料も全く与えず、除草剤も使わず、
はたまた機械も使わず、大げさに言えば人類が
二千年かけてやってきたことと、全く正反対の
ことをやりながら、慣行田以上の収量があると
は不思議な限りだが、実際のところである。

エンジン付きの農業用機械、また電気に頼る
ことなく行なっているので、購入する石油等々
の化石燃料はゼロ、排出するのもゼロ。（運搬
に軽自動車を必要最小限使うので、五十歩百歩
だと言われてもしょうがないが。）

まずは機械がなくとも、「おおごと」と言わ
れる米づくりでも、こうした方法で実行可能だ
ということを知ってもらえれば幸いである。さ
らに、このような小規模で機械を使わない農業
は、さらにいろいろな可能性を以下のように
持っていると、筆者は考えている。

既述のように経費があまりかからずに、安心
安全な農産物がある程度自給できていること。
このような食の安心・安全面、家計の節約・経
済面。このほかに、農業という自然と一体の労
働から得られる健康面や精神的な充足感をいつ
も感じ、ストレスなしということ。専門の農家

のように、収益を考えなければならないこと
や、市場メカニズムや大規模農業から発生する
様々なリスクや被害、これらは筆者のような小
規模農業では全く無関係で、それらに振り回さ
れないこと。小規模・小農だからこそ、これを
活かした形で、経営やリスクから抜け出た本来
的な農業が行なえること。一般市民・消費者の
ような非農家の方でも、農作業に興味があるな
ら、このような小規模農業での参加が可能だと
いうこと。筆者のようなエンジン付きの農業用
の機械すら持ち合わせていない者であっても、
米づくりも実行可能なのだから。

このような小規模の有利性・優位性・有益性
を、筆者はスケールメリットならぬ、「スモー
ルメリット」と呼んでいる。

さらに一般市民・消費者のような非農家の方
がこうした小規模農業に参加し、それを発展さ
せることで、次のような相乗効果が生み出せる
と筆者は考えている。化石燃料浪費の削減、排
出される CO2 の削減、温暖化の防止や、ゴミ
問題の是正と生ゴミを資源としての有効活用。

（当宅では生ゴミ等々はすべて肥料として活用
しているので、ゴミという感覚はなく、資源と
見ている。）これらは、生態系へと寄与し貢献
していくであろう。実際に筆者の田んぼではト
ンボ・糸ミミズ・ドジョウ・タニシ・イナゴほ
かが繁殖しており、こうしたビオトープを保護
する面からも、循環・共生型の社会・経済の構
築が期待できる。

さらに現在特に荒廃している中山間地域に目
を向けるとどうであろうか。中山間地域や棚田
では農業用機械が搬入しにくく、元々が大規模
農業には不向き、そして人口減少と、これらの
関係・問題が以前から指摘されていた。が、し
かし筆者のような機械を使わない小規模農業
は、そうした問題の解決の糸口になると考えら
れる。

国連でも SDGs から小規模な農業を重要視す
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る動きとなっている。と同時に、筆者は以上の
観点から、かねてより農家ではない多くの方
に、我々ができる「ハチドリの一滴」として、
小規模農業をぜひやっていただきたいと、機会
あるごとに訴えてきた3。

2．グリーン・ツーリズムとの関連
以上のように、実践活動を含めた自説・持論

は、筆者の考えからすると、現在の農業問題、
食料問題、環境問題等々、これらの是正に一市
民・消費者の立場から実行できて、資するとこ
ろが大きいものである。と、このように考え、
各所で訴えてきた次第である。そうしたとこ
ろ、今回以下見るように、筆者の大学での訴え
から、大学生が小規模農業に参画したい、見学
だけではなくて農作業を手伝いたい、このよう
な申し出が多数出てきた。1・2 名だけではな
く、10 名くらいがである。

このことに筆者はいささか驚いている。と言
うのも、数年前ならば農業と言えば、関係者に
は全く失礼な印象操作とレッテル張りであった
のだが、3K（きつい・汚い・危険）とか揶揄
され、敬遠されることが多かった感がある。そ
れが深澤［2014］でも述べたように、時代の雰
囲気が変わってきたのか、農業参画の希望者が
徐々に増え出してはいた4。とは言え、微々た
るものであった感はある。しかし以下示すよう
に、一気に 10 名弱の参画希望者である。それ
も 20 歳くらいの若者がである。何故、農業・
農作業に興味・関心があるのか、それらは以下
各々の方々の実際の言で伺うとして、数年前の
上述の状況とは全く違って、ここまで多くの若
者が興味・関心を持って参加したいというのに
は、驚かざるを得ないわけである。

こうした背景と経緯からして、彼ら・彼女ら

の情熱・熱意、そして自説・持論で訴えてきた
非農家の農業参画、これらがまさに合致し合流
してきた感がある。かつて筆者は「小規模であ
れ、それがやがて点から線へと、そして面へと
広がっていくことによって」（深澤［2014］159
ページ）、非農家の農業参画が広まっていくこ
とを期待したわけである。それが徐々に実現し
つつあることに正直驚きながら、感動してい
る。

ではさてそこで、彼ら・彼女らの農業参画の
方法として、果たしてどういった形態が最良な
のか。思案を重ねた結果、今流行しているグ
リーン・ツーリズムの形が良いのではないかと
の判断に至った。

グリーン・ツーリズムとはアグリ・ツーリズ
ムとも言われ、援農や農作業を兼ねた体験旅行
のことを言う。都会等々で農業に携わることが
できない方などに、地方・農山村に観光旅行を
兼ねて訪れてもらい、同時に農業・農作業を行
ない、逆に農家の方では農業を手伝ってもらう
ものである。まさに援農を兼ねた農作業体験旅
行である。

上記大学生に、いきなり農業用機械を使わな
い過酷な農作業労働を強いることは無理であろ
うから、まさにアウト・ドア感覚で小規模農業
や自然あるいは土に親しんでいくこと、これを
最初の目的として、形態としては上記のグリー
ン・ツーリズムの形で取り組むことを、今回始
めた次第である。その詳細は以下で示していく
として、一般的にグリーン・ツーリズムは、農
山村に一定期間滞在する形で行なわれるものを
言う。しかし大学生（東京ほかの首都圏在住）
にはそれは不可能であるので、首都圏と筆者在
住の山梨県との日帰り農作業で、それも一回限
りで終わる形ではなくて、一年を通じ複数回来
訪してもらう形を取った。これらは両者の合意
である。と言うよりも、正確には大学生側の行
きたい日の申し出に、当方が合わせたという形

3　特には、深澤［2014, 2021, 2022, 2023］を参照。
4　特には、深澤［2014］の第 1・4 章を参照。
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態である。特に田植えや稲刈りなどは未だかつ
て体験したことのない者が多く、それを興味・
関心の上からぜひ体験したいという方が多かっ
た。それら年間の作業日程を話し、大学生が行
ける希望日に、当日の天候と合わせて当方の方
で予定が空いていれば、それに合わせたという
次第である。

今回のグリーン・ツーリズムで得られた内容
は、筆者と当事者である大学生、両者にとって
大きかったと考える。その内容や詳細に関して
は、当事者から以下直接語ってもらうとして、
先に筆者としては、かねてからの自説・持論

「非農家の農業参画による家庭内供給的小規模
農業展開論」、これによって現在の農業・食
料・環境問題等々の是正に貢献していくこと、
この立論と実践活動のさらなる展開が提示でき
ること、これに有益性を感じている。そしてこ
うした実証実験的な結果を考察していくべく、
本稿をしたためた次第である。

では今回のグリーン・ツーリズムの詳細内容
や当事者からの言を直接伺っていきたい。特に
は文学部チーム（女子大生 2 名）と、法学部
チーム（男子学生 2 ～ 3 名）の言である。

その前に下記のグリーン・ツーリズムを行な
うにあたって、事前に以下の確認を行なった。
事前確認事項として、植物ほかのアレルギーの
有無、虫・爬虫類・ミミズ等々への抵抗の有
無。これらは当事者・上記大学生にはさしてな
いことを確認した上で、当宅に来訪して農作業
に従事してもらった。

微に入るが、同様の活動を行なう方への参考
までに、支出負担金・経費などに関しては次の
とおりである。昼食代は当方が支出。交通費
は、高速バスで新宿－甲府昭和間を移動となる
ので、往復一人 4,000 円。そのうちの 1,000 円
分を当方が支給。よって実質一人 3,000 円くら
いを当事者・大学生側が負担。逆に当方は、一
回に 2 名の来訪であるから、昼食代を入れて合

計約 4,000 円の支出となる。月数回の来訪回数
となると、ある程度の支出負担となるが、既述
の彼ら・彼女らの情熱・熱意と自説・持論との
合致・合流、そして立論の展開面での有益性を
尊重し、かような支出負担は良しとした。この
ようにまさに実証実験的に取り組んでみた内容
が、以下のとおりである。

さらに追加して、いらぬ誤解を払拭してお
く。当該大学生は主として当方の受け持ち講義
の受講者であって、単位認定・取得後の来訪で
ある。さらにグリーン・ツーリズムとは言え、
あくまで「農業実習」という名称・行為で、基
本的また趣旨的には大学での学習の一環として
取り組んでもらう、このことを互いに了解して
ある。

ではその詳細と当事者の言を伺おう。（以下
の学生諸子の言は、ゴシックで記載してある。
本稿のためにいただいた文言は、文字・語句の
統一・修正、句読点など、筆者が訂正した箇所
もあるが、基本的には当事者の文面である。）

Ⅱ．グリーン・ツーリズムの詳細内容と
当事者の感想

1．文学部チーム（女子大学生 2名）
①目的・動機

まずは当事者の目的・動機から伺ってみる。

私は田舎生まれ田舎育ちですので、昔から田
んぼや畑を見慣れていました。小学校の時から
学校で稲作や芋堀体験をしていましたし、祖父
母が小規模な農業を営んでいるので、その様子
を間近で見ながら育ってきました。
しかし東京に来てからというもの、地方との
ギャップに驚かされることばかりでした。都心
の方では田んぼや畑を見ることはまず無いです
し、そもそも自然自体が少ないなと感じまし
た。それと同時に農作物の値段も東京ではびっ
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くりするくらい高くて、必然的に野菜との距離
が離れていきました。
そのような感じで東京で一年半過ごしていた
のですが、二年生の秋学期に先生［筆者・深
澤］の「経済学概論」の授業を履修することに
なりました。そこでご自分で農業をされている
ことを伺い、私も農業をやってみたい、もっと
自然に触れたい、と思いました。
元々緑が豊かな公園に行くことが好きだった
ので（地元では吉野ヶ里遺跡によく行っていま
した）、一番の動機は「自然に触れたい」とい
うことかもしれません。以前「もっと農業に携
わっておけばよかった」と話しましたが、その
ような思いがあったのも事実です。自分自身こ
んなにも自然が恋しくなるとは思わず、それま
では大変な農業と関わることをなるべく避けて
いました。実家にも小さな畑があり、トマトや
キュウリなどの野菜を作っていたのですが、
思ったより大変で、すぐにやめてばかりでし
た。
しかし東京に来てからは前述の通り自然があ
まりありませんので、これを機に農業活動を通
して自然に触れる機会を得たいと思い、そこで
ダメ元で先生の畑を見学したいと申し出まし
た。（I さん）

農業体験を行いたいと思うようになった動機
としましては、私は好奇心が旺盛な方なので、
単純に好奇心からということがまずはありま
す。自分のやったことのないことをやってみた
いという思いから、その中で農業体験もあまり
やったことがなかったのでやってみたいなと思
い、先生に声をかけさせていただきました。
それを前提として農業体験をしたいもう一つ
の動機として、日本の食料自給率の低下や人間
にとって、生きていくのに欠かせない食べ物が
商品化することで、安全な食べ物がいずれ高級
品になってしまうのではないかという危機感を

持っており、農作業を体験することで食に対す
る将来の選択肢を広げておきたいということも
あります。
最後に、現代では利益を出すために何でもそ
うですが分業化が行われていることで、毎日食
べているものもどのようにして作られているの
か、全く知らないということも多くあります。
目の前にある食事がどのようにして作られてい
るのか知っておかなければならないという思い
もあって、農業体験を行いたいと思いました。

（H さん）

②グリーン・ツーリズム、農業実習の詳細
実際に来訪してもらった日にち、具体的な農

作業ほかは以下のとおりである。

第 1 回（2023 年 2 月 13 日）
午前：味噌作り体験、田んぼの下見
午後：‌�田畑の下見、ニンジン・ナガイモ・

キクイモ掘り体験
持ち帰り物：味噌、米（玄米・白米）、ニ

ンジン、ナガイモ、キクイモ、ジャガイ
モ、ブロッコリー、ほか

まずこの第 1 回目でだけ、当事者たちの感想
を伺ってみた。

農業は大変なイメージはありますが、実際に
やってみて楽しい面もあることが分かりまし
た。
1．まず驚いた事なのですが、耕作地の広さ
に驚きました。二箇所連れていただきました
が、どちらも一人でお世話をするには広く、都
会ではあの広さの敷地はまず確保できないなと
感じました。
また、高速バスの入口のところに扉があり、
そこに「道に動物が入るので扉を必ず閉めてく
ださい」との文言があったのを見て、そんな身
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近に動物を感じることができるのが羨ましいと
思いました。東京で動物と言えば犬や猫、それ
以外の動物を見たければ動物園に行くしかあり
ませんので。
そして、人柄の良さというのも山梨に来て感
じました。私は生まれも育ちも福岡なのです
が、福岡と東京の人のギャップというのを一番
感じています。どちらかと言うと福岡は温和な
人が多く、人助けの風潮もあるのですが、東京
では他人に関心がなく無機質な感じがしていま
す。
ですが、山梨の方は気さくに話しかけてくだ
さり、先生のように「助け合い」の精神を持た
れているのかなと思いました。
2．お米や味噌、じゃがいも、菊芋、人参な
ど、ひと通り食してみました。
全て共通して言えることが、食材本来の味を
味わっているということだと思います。人参は
切った瞬間から香りがすごく、調味料を付ける
のも勿体ないほど甘かったです。じゃがいもは
ポトフにしたのですが、とても甘くて、先生の
仰っていたように栗のようでした。
味噌づくりの際に豆を食べさせていただきま
したが、その豆がとても美味しかったことを覚
えています。私は豆単体で食べることはあまり
好きではなく、お正月の黒豆なども苦手なので
すが、あの豆は何故かすんなりと食べられまし
た。
その他、お米や菊芋、ブロッコリー、長芋も
とても美味しくいただきました。ありがとうご
ざいました。（I さん）

1．驚いたこととしては味噌の作り方です。
まず、麹はよく耳にしますが、実際にどんなも
のなのか知らなかったので、何となくイメージ
していたものと違って驚きました。匂いも少し
独特な香りがして、よく麹は体にいいと話を聞
きますが、麴について何も知らなかったんだな

と気づかされました。またそれは味噌について
も同様で毎日のように味噌汁として味噌を食べ
ているのに、味噌がどのように作られているの
かあまり知らなかったので、とても勉強になり
ました。
さらに先生の田んぼや畑は、農業の敵と言わ
れるような雑草が生い茂っていたことが印象的
でした。田んぼは写真でも拝見していました
が、何も知らずに見たら田んぼだとはわからな
いくらい普通のいわゆる「田んぼ」とは違って
いて、冬でも雑草が生い茂っていて驚きまし
た。これから暖かくなってくるとさらに草が生
えてくると思うので、今後どうやって田植えを
行うのか楽しみです。
2．そして畑に関しては田んぼよりも驚きま
した。田んぼは事前に写真を拝見していたため
驚きは少し抑えられていましたが、畑は写真で
見ていなかったこともあって、こんなに雑草が
あっても作物が育つんだと不思議に思いまし
た。私は中学生の頃に職業体験で農家に数日間
お邪魔したことがあり、そこで人参を収穫した
のですが他の作物の畑でもそうでしたが、雑草
はほとんどなく、土しか見えませんでした。し
かし先生の人参が植わっているところでは雑草
がたくさん生えていたので、どれが人参の葉か
すぐには分からないくらいで、人参畑のイメー
ジが変わりました。
それから長芋や菊芋を掘っている時に、たく
さんのミミズがでてきたこともとても印象的で
した。職業体験で行った農家で収穫作業をして
いた時は、あそこまでミミズがでていたことは
なかったと思うので、かなり違うのだなと思い
ました。そして普段農作業をやらないので、新
鮮でとても楽しかったです。
3．家族の反応としては、「農業体験を中学
生の頃から興味を持っていたので、今回先生の
ご厚意に甘えて行かせてもらい、とても感動し
て帰ってきましたので、貴重な体験をさせてい
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ただけたなと思い、感謝しております。」と母
が言っておりました。（H さん）

第 2 回目以降は以下のとおりである。

第 2 回（2023 年 4 月 8 日）
午前：種籾の播種、籾殻燻炭作り
午後：‌�同上、作物（以下のセリほか）の収

穫体験
持ち帰り物：米（玄米）、セリ、ニンジ

ン、ミョウガ、ウルイ、ノビル、ブロッ
コリー、アスパラガス、ほか

第 3 回（2023 年 6 月 17 日）
午前：田植え
午後：‌�畑の収穫（以下キャベツほか）の体

験
持ち帰り物：米（白米）、キャベツ、カキ

ナ、ダイコン、ジャガイモ、タマネギ、
オオバ、サニーレタス、ほか

第 4 回（2023 年 8 月 3 日）
午前：田の除草作業、夏野菜の収穫
午後：‌�（室内で餅つき機による）餅つき、

有機野菜の販売店見学、信玄堤の見
学

　　　　‌�（ちなみにこの午後の甲府での最高
気温 36.4 度、エアコンなしでの室
内気温 31 度以上）

持ち帰り物：米（白米）、梅干し、ニンニ
ク、タマネギ、オオバ、ミニトマト、
ショウガ、オクラ、ミョウガ、ほか

第 5 回（2023 年 10 月 8 日）
午前：‌�夏・秋野菜の収穫、田の稲刈り・結

束
午後：‌�この日は町で大きな祭りが開催され

たため、それに午後は参加

持ち帰り物：オクラ、カボチャ、トウガ
ン、ナス、シシトウ、ほか
なおこの日は秋の観光シーズンで、中央
高速道路が渋滞。そのため、行きに 30
分遅れ、帰りも 3 時間半から 4 時間の遅
延。

③ ‌�5 回のグリーン・ツーリズム、農業実習を
行なった感想
以上、実際に来訪してもらった日にち、具体

的な農作業ほかは以上のとおりとして、ではこ
の五回のグリーン・ツーリズム　農業実習を行
なった感想をしたためてもらった。以下のとお
りである。

脱穀・選別まで完了したということで、大量
に収穫できたようで良かったです。微力ながら
農作業に携わった身として、私も嬉しく思いま
す。
農作業を実際に 1年通してやってみて、や
はり慣れないと大変だということを感じまし
た。田植えから収穫まで行わせていただきまし
たが、一つ一つの作業をとっても簡単にこなせ
るものではなく、体力が必要な場面が多かった
ように思います。
ただ、先生が報告してくださったように、稲
の成長や大量の収穫を聞くと嬉しくなります
し、満足感があります。それは毎回の農場実習
の日の一日の終わりにも感じるものです。私は
普段は都心の人混みの多い中で暮らしています
が、農業実習に行った際は自然を感じることが
できて、毎回何とも言えない充実感を感じてい
ます。収穫物を得るということだけではなく、
こういった心のケアということも、農作業をや
る上での目的になっている気がします。
毎回いただく食材も美味しいですし、何より
農薬を使っていないと思うと、より一層ありが
たみがあります。スーパーで見る野菜はどれも
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高いうえに、農薬が使われているのかもしれま
せん。
私は地元ではいつも直産市場で野菜を購入し
ていたのですが、それに比べるとあまりにも相
対価値があっておらず、東京に移ってからは野
菜をあまり購入していませんでした。
世の中に家庭で行なう小規模農業が増えれ
ば、野菜はもっと手軽に手に入るものになると
思います。
また、先生のお宅に行って、現代には無い江
戸味を感じました。米や野菜、味噌、梅干しな
どの自給自足やリサイクル精神、千歯こきなど
の道具などが私にとっては物珍しく、貴重な体
験をさせていただきました。また、スマホやエ
アコンを使わないというのが信じられませんで
したが、現代の人間がいかに文明の利器に頼っ
ているのかを実感しました。
私はこの前出かけている際にスマホの充電が
切れてしまい、どうしようもなかったことがあ
りました。その時に、以前は私もスマホを持っ
ていなかったが、難なく生きていけていたの
に、どうしてこのように頼る生活になってし
まったんだろう、ということを考えてしまいま
した。
農業実習の他にも、先日伺った際の地元のお
祭りも楽しかったです。藤あや子さんにも会え
て、とても貴重な体験でした。東京ではご近所
さんと関わることが少なく、人が冷たい印象を
受けましたが、山梨はそうでもなく、お祭りで
もフレンドリーに接していただきました。その
他、信玄堤を見られたことも非常に良い機会で
した。私は教職を取っていまして、中高で社会
科を教える可能性があります。その際、実際に
信玄堤を見たという経験は、役に立つのではな
いかと思いました。
農業自体は体力も必要ですし、結構大変な作
業だなというのは思いましたが、やりがいや充
実感を考えると相対的にプラスのことが多く、

これから小規模農業が流行るのではないかとも
感じています。
今後ともどうぞよろしくお願い致します。（I

さん）

まず、先生の畑に興味を持ったのは食に対す
る危機感があったからです。
日本の食料自給率は私が物心ついたときから
とても低く、小学校の時から授業で習い、その
状況は中学生、高校生、大学生になっても全く
改善されず、同じことを教えられてきたこと
で、日本の食料自給率に対する危機意識があり
ました。
また、大学生になって堤未果『日本が売られ
る』を読み、種子法の存在を知りました。「作
物」だけでなく「種」さえも作れなくなること
の危険性を知りました。また種と農薬がセット
売りされることも知り、食が巨大なビックビジ
ネスになり、食が巨大企業に支配され、それを
もし放っておくと、ある意味食を人質に取られ
てしまう状況を知りました。そしてそれは遺伝
子組み換えなども行われたり、大量の農薬を
使ったりと安全である保障もないことも知りま
した。
そこから食をちゃんと自分たちで押さえてお
かないと、何かあったときに大変なことになる
と危機意識を持っていた時に、先生は自分で畑
で作物を育てて、しかも無農薬でそして機械も
一切使っていないということを授業でおっ
しゃっているのを聞いて、そのアプローチでど
のようなものができるのか、どのように農作業
をしているのか知りたくなり、先生に先生の畑
に行かせていただけないかお願いをしました。
先生の田畑にお邪魔して、農作業を体験して
きて、感じたことは大きく四つあります。
1．先生の田畑で一番驚いたのは田んぼで
す。雑草がたくさん生えていて、一度も耕して
いない。それなのに田んぼに入ってみると土が
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ふかふかで、他の農家さんの田んぼと全く見た
目も、土の硬さも違っていて驚きました。私は
一度無農薬の農家さんの所にお邪魔したことが
あるのですが、稲が雑草に負けてしまうことを
心配していました。でも先生の所では稲は全く
雑草に負けていなくて、そこがとても不思議に
思いました。一般的な稲と先生のところの稲で
は全く大きさや、色が違っていて、とても驚き
ました。
また農作業の体験としては、自らの手で、稲
を刈ったことがなかったので新鮮で面白かった
です。また、稲刈りの時に学生の私たちは少し
疲れて休憩をしていたのに、先生は休憩もせず
に、行っていて先生の体力にも驚きました。
2．普通、畑では虫は害虫として嫌われ、取
り除かれるのに先生の畑にはたくさん虫がい
て、歓迎されているところに少し驚きました。
上記した無農薬の農家さんの所で、それは葡萄
でしたが、そこでは虫が入ってこないように細
かい網で覆っていたので、商品にするものだか
ら虫を入れられないのか、でも先生の畑でとれ
るものがたくさん虫食いにあっているというわ
けでもないので、その点がどうなのか気になり
ました。
3．無農薬の作物を作ることは人の身体にい
いというだけではなく、環境にもいいというこ
とに気づいたのは、先生の畑にお邪魔してから
でした。
生ゴミも畑に還元することで土の栄養とな
り、ゴミとして燃やされることもなく、環境に
優しい。先生の畑にお邪魔するようになってか
ら、生ゴミを燃えるゴミに捨てたり、水を下水
道に流したりするときに、少し罪悪感を抱くよ
うになりました。もし畑があったりしたらこれ
らを捨てる必要もなく、燃やして二酸化炭素を
出すという環境に負荷を与えるどころか、栄養
になり、自然に還元することができるのにと思
うようになりました。そこから「ゴミ」に対す

る意識が少し変わりました。無農薬は人にも環
境にも優しいことが、何よりもいい点だと思い
ます。
4．最後に先生からおすそ分けしてもらっ
て、麹などを家で発酵させて、人生で初めて味
噌を作りました。何か月かしてみてみると、た
くさんカビが生えていて、先生から大丈夫とは
言われていたけれど不安になりました。さらに
何か月かすると味噌のにおいがして、そして開
けてみてカビを少し取り除くと立派な味噌が出
来上がっていた。自由研究みたいでとても面白
かったです。当たり前ですが、ちゃんと味噌の
味がして美味しかったです。
食は毎日絶対に関わるとても大切なものなの
に、日本では蔑ろにされてきたように思いま
す。そしてとても身近なのに「育てる」という
面では自分から遠いもので、先生の畑にお邪魔
して初めて体験したことや知ったことがたくさ
んあって、新鮮でした。知らない作物も多くて
興味深かったと同時に、よく知っている作物も
その成長過程や、どのように実っているのか全
く知らなかったので、畑にある状態を見てとて
も驚きました。
先生から頂いた農作物はどれも美味しく、何
より安心して食べられるということが一番うれ
しいことでした。家族と一緒に住んで居るた
め、家族も安全な食物を食べられることが嬉し
かったです。（H さん）

以上である。これらの執筆の後、第 6 回目の
来訪は以下のとおりであった。

第 6 回（2023 年 11 月 19 日）
午前：‌�備中鍬の使い方の実践、苗代作成の

田起こし、天日干しの竹竿ほかの片
づけ、麦の播種、サトイモ・ウコ
ン・サツマイモの収穫

午後：‌�キクイモ・ダイコンの収穫
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持ち帰り物：米（白米の新米）、カボチャ、
トウガン、サトイモ、キクイモ、サツマ
イモ、ダイコン、ハクサイ、ウコン、干
し柿、ほか

2．法学部チーム（男子大学生 3名）
①目的・動機

1 の文学部チームと同様に、まずは当事者の
目的・動機から伺ってみる。

私が今回、先生の農業体験に参加させていだ
きたいと考えていることには理由があります。
一つ目といたしましては、私は、食物アレル
ギーとアトピーがあるため、幼少の頃からオー
ガニックの食品を食べる機会が多くあったこと
です。しかし、実際にスーパーで買い物をする
とき、市販品に比べこのような食材は割高で
あったりするため、実際に自ら育てるのは、多
くの労力や時間が必要であると思っていまし
た。私自身も、有機栽培で作物を育てるのは農
薬を用いるのに比べ、手間がかかるのではない
かと思っていました。
二つ目の理由といたしましては、私の祖父か
ら言われたことにあります。彼に農業の経験は
恐らく無いと思いますが、もし完全無農薬のよ
うな農法を行えば、まわりの農薬を使っている
農家との間で軋轢が生まれるのではないかとい
う心配をしていました。例えば、無農薬の農場
に集まる虫がまわりの農薬を使っている農場に
も集まり、荒らしてしまうのではないかという
ことなどです。
これらのことについて、先生の農場ではどの
ように行っているのか、先生自身や先生の著書
などから様々な答えをいただきました。
一つ目の理由につきましては、無農薬でも多
く作物が育つということがわかりました。写真
で実際に確認しましたが、その育ち具合は歴然
としていました。また、日本でその作物が不作

であった年でも、反対に多く実っているという
点は驚きました。
また、二つ目に理由につきましては、軋轢な
どはなく、むしろたくさん実った作物をまわり
に分けているということでした。昔の人間達も
農薬などは使わずとも農業を成立させていたこ
とを考えると、先生の実際にやられていること
は非常に説得力があると感じました。私自身は
実際に農業を体験したことがありません。失礼
ではありますが、今回いただいた機会を通じ、
先生が仰っていたことなどを実際に体験するこ
とにより、先生が言っていたことが可能なのか
を肌で感じてみたいです。（M さん）

以下に今回の農業実習に参加しようと思った
動機をまとめさせていただきます。
私が今回、先生の農業実習体験に参加しよう
と思った理由は 2つあります。
一つ目は、私は以前、大学のボランティア
サークルの活動で何度か農業ボランティアをし
たことがあり、農業についての関心があったこ
とです。その中でも私は特に農薬の有無に関す
ることに関心があります。農薬は農作物を病害
虫から守るために使われる、農業生産性を向上
する等のメリットがありますが、自然環境への
悪影響、健康被害等のデメリットもあります。
このように農薬を使用する是非について、ど
ちらかが正しいとは一概に言うことができない
ため、私は今現在、自分の考えをしっかり持つ
ことができずにいます。この問題については実
際に農場を訪れて、現場の様子を自分の目で確
かめることで、より理解を深めることができる
と思い、先生の農業実習に参加しようと思いま
した。
先生の農場は完全無農薬で行なっていると聞
いたため今回は農薬を使わなくても農作物を病
害虫等から守ることはできるのか、人手や作業
効率等の農業生産性についてはどのような現状



経営学論集 第 5 号　2024.3

－ 57 －

であるのか。この二つのことについて学びたい
と考えています。
二つ目は、経済学 II で扱ったマルクス経済学
の講義を受講したことが、きっかけとなりまし
た。講義を受けている中、「利潤・儲けとは何
か、それはどのように生じるか？」という質問
を先生が経済学 II を受講している学生全体に投
げかけたことがありました。初め私は利潤・儲
けとは誰かが得をし、誰かは損をするものだ
と、授業終わりのリアクションペーパーに回答
したと思います。
しかし、次の週の講義を傾聴し、私は貨幣・
金額に焦点を当てるあまり、人が行う労働・付
加価値生産という生産過程を見落としていたこ
とに気がつきました。これは米作りを例にした
説明で気づくことができました。1000 円で仕
入れた籾を売る時は 60000 円で売ったから利
潤は 59000 円であるという金銭だけの理解で
は、利潤・儲けその他全ての源泉である労働・
付加価値生産の意義が見失われる。1キログラ
ムの籾（1000 円）が 60 キログラムの籾
（60000 円）になるためには農作業という労働
活動をするからこそ量的に増加し、価値が増殖
する。そして、増殖した価値をお金という尺度
で計るから 1000 円から 60000 円というよう
にお金が増えるという結果が現れ、それを販売
することで利潤・儲けが生まれる。
ここから人間が行う労働が一連の結果を引き
起こすものとなっているため、労働こそが全て
の源泉であると考えられることを確認し、この
視点こそが労働価値説であり、マルクス経済学
が着目している点であることを理論的に講義で
は学べました。
この学びを経済学 II の講義だけに留めず、他
の場所でも活かせないかと考えていた時、M
君から農業体験に参加しないかと誘われまし
た。講義では第一次産業である農作業を例にし
てマルクス経済学の理論を学んだため、学んだ

ことと非常に酷似しており、実際に農作業とい
う労働活動・付加価値生産活動を体験すること
ができ、学びを実践的に活かせる場だと考えた
ため、今回の農業実習体験に参加しようと思い
ました。（N さん）

②グリーン・ツーリズム、農業実習の詳細
こちらでの実際に来訪してもらった日にち、

具体的な農作業ほかは以下のとおりである。

第 1 回（2023 年 3 月 22 日）
午前：‌�味噌作り体験、田の下見
午後：‌�田畑の下見、生ゴミ肥料の土入れ、

キャベツほか播種、ニラ採種
持ち帰り物：味噌、米（白米）、ニラ、イ

チゴ苗、ほか

1 の文学部チームと同じく、まずこの第 1 回
目でだけで、当事者たちの感想を伺ってみた。

農業体験を実際に行わせていただけるという
ことで、とても楽しみでした。
今回は、まず始めに味噌作りを体験させてい
ただきました。味噌といえば、蔵で発酵させる
ものを想像していましたが、実際には大豆を潰
す作業から始まりました。機械ではなく農機具
を使いほぼ手作業で行いましたが、体力のない
私でも、あまり時間をかけずに行うことができ
ました。
私の普段の生活は怠惰で、暇があればスマホ
をいじってしまうような生活です。しかし、実
際に食物に触れる時は、時間を忘れることがで
き、何か癒されるように思いました。これは、
農業に関わる魅力のように思いました。
次に見学させていただいたのは、畑。先生
が、生ゴミや籾などを肥料として作ったもので
すが、土の色が、隣の畑と全く違うように思い
ました。稲も、色がより青く見え、大きさも違
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うことに驚きました。昔生きていた人は、もち
ろん農薬など使っていないはずで、先生の農業
により説得力を感じました。
午後はもう一つの畑へ。6a の畑で私たちが
食べる多くの野菜を 1年分以上栽培。実際に
土いじりをさせていただきましたが、とても柔
らかい。更々というよりは、中身はしっかりし
ているような感じでした。栄養の多い土を実際
に肌で体感できた気がします。
実践していない私が言うのもおこがましいと
思いますが、1日 2時間の労働で行う。労働価
値説の考えが見えてきたように思います。1日
大変お世話になりました。ありがとうございま
す。（M さん）

今回、実際に農業実習を行ったことで、①労
働の重要性、②農に関する問題・実態、この二
つのことについて深く学ぶことができたと思い
ます。
まず、①では味噌作り体験を通して、労働の
重要性を実感いたしました。普段はスーパーで
味噌が購入できるため、お金を払えば味噌が手
に入るという錯覚に陥る可能性があることを、
マルクス経済学では現代の主流派経済学に対し
て指摘している。この指摘は味噌を実際に作っ
たことで、もっともであると思う。味噌を作る
生産過程（=労働）がなければいくらお金を
払ったところで味噌はできないからである。こ
こにマルクス経済学が提唱する労働価値説の意
義があると思う。
次に②では実際に農地を訪れることで、農に
関する諸問題・実際の状況を深く知ることがで
きた。例えば農薬の有無。健康面を考慮するな
らば農薬は無い方がいい。しかし、農家は農作
物を売ることで利益を出す必要があるため、虫
等に食われてしまうと商品として売ることがで
きない。けれども先生のように小規模且つ家庭
内供給を目的として農業を行えば、無農薬で農

業を行うことができているという事実を目の当
たりにしたことで、農薬を使わないでできる農
業という新たな農業形態の視点を得られまし
た。
また、畑の肥料はお店で買わなくても、生ゴ
ミが肥料の役割を担っていることは驚きを隠せ
ませんでした。今回の農業実習で実際に目で見
て知ることができました。生ゴミが肥料の役割
を担うということはゴミの排出量を減らせる、
肥料を購入しなくて済むため出費が抑えられる
等一石二鳥であると思いました。
このように小規模家庭内供給・自給型農業は
商品として売る利益目的で農業を行うのではな
く、家庭内供給・自給を目的として行うため添
加物等の心配をする必要がない。つまり、健康
面において非常に安心できる点。次に農薬、添
加物等が使用されず、尚且つスーパーで購入し
ないため、出費がある程度抑えられる点。さら
に、小規模で農業を行うため肥料は生ゴミで賄
えていることから、環境問題の是正にも繋がる
点。これらが小規模家庭内供給・自給型農業の
メリットであると私は考えます。
この農業の形態は非農家の方でも実践できる
ため私もこの農業実習（小規模家庭内供給・自
給型農業の体験）をきっかけに農業に興味・関
心を持つことができました。（N さん）

第 2 回目以降は以下のとおりである。

第 2 回（2023 年 6 月 10 日）
午前：田植え
午後：畑の収穫体験
持ち帰り物：米（白米）、キャベツ、ルッ

コラ、カキ菜、コカブ、ニンジン、ダイ
コン、山東菜、ニンニク、タマネギ、オ
オバ、サニーレタス、ほか

この第 2 回目からは N さんに代わって、O
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さんが来訪してくれた。彼の目的・動機は以下
のとおりだそうである。

私は、農業と環境の影響に興味をもっており
ます。例えば、生ゴミを加工して肥料とするこ
とで、食料の確保と環境面での負担を減らすこ
との両方を達成するという、先生の手法は私に
とって新鮮なものでした。また、農薬を用いず
に生態系のバランスを保ち、虫による影響を受
けにくくしていらっしゃること、雑草も堆肥に
することで、除草剤を使わないことなどにも取
り組んでいらっしゃることを伺いました。
適切な規模で、周辺の環境をできる限り改変
せず農業をしていらっしゃる、先生のもとで勉
強させていただけたら嬉しく存じます。（O さ
ん）

第 2 回目は両者（M・O さん）が感想を寄せ
てくれたので、以下のとおり記載しておく。

この第 2回目は、田植えと野菜堀りを体験
させていただきました。先生の不耕起栽培の稲
は慣行田の稲と比べ、とても大きく、また色が
より青く感じました。稲と言っても生きている
わけで、農薬を撒かない先生の稲は、より元気
で生き生きとしているように思います。
田植えは、テレビなどを通じて、見ていたこ
ともありましたが、実際に体験するのははじめ
てのことで、農家の方の器用な手さばきから、
最初は難しくとも慣れればすぐにできると、た
かをくくっていました。しかし、稲が土になか
なか刺さらない（先生の土が栄養があり、柔ら
かいのが関係しているのかは分かりませんが、
転んでしまいました）のと、綺麗に並べること
ができない等、大変な思いをいたしました。と
ても、よい経験になりました。
野菜ですが、山東菜などの菜っぱ類、大根、
人参などたくさんの野菜をいただきました。特

にサニーレタスや、玉ねぎなどがしゃきしゃき
していて美味しかったです。また、驚いたこと
と言えば、代表例としてキャベツをあげさせて
いただきますが、非常に中身がしっかりしてい
ることです。スーパーで普段買うものなどと比
べ、非常に質量が多く、重さもけた違いでし
た。また、硬すぎず、ちょうどよい歯応えで美
味しくいただきました。
今回は、田植えと言うことで、お手伝いがで
きればいいなと思っていましたが、逆にお手数
をお掛けしてしまう結果となってしまいまし
た。すみません。また、是非農業実習参加させ
てください。ありがとうございました。（M さ
ん）

先日は貴重な体験をさせていただき誠にあり
がとうございました。
先生の本や雑誌の記事を通して、田んぼのお
写真を拝見していたため、それが目の前に現れ
た時は嬉しさを感じました。また、ボカシを
作って肥料を作る様子や、なめくじや魚のいる
生態系が保たれた田畑の様子も文章を通して存
じ上げてはいましたが、実際に自分で見て、に
おいを嗅ぎ、手で触ってみることはやはり別
で、とても鮮烈でした。
中でも印象が変わったのは、稲の手植えで
す。日頃住宅地の中で離れて暮らしている私に
とって、田畑は風光明媚の象徴であり、とにか
く優雅で俗世間からかけ離れた場所である感覚
でした。ただ、実際に田植えをしてみると腰を
深く落として、土の奥に苗を挿し込むことが想
像以上に難しく、田畑は単に優雅な場所である
以上に、人の営みや努力によって美しさが保た
れている場所だということに気がつきました。
そして私たちに美味しい野菜とお米をくださ
りありがとうございました。先週の報告に続い
て、タマネギや水菜、大葉、キャベツなどをい
ただきました。いずれも新鮮で程よい歯応えが
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あり美味しかったです。特に大葉は芳しかった
です。そのまま口に含むとさわやかな風味を感
じました。後から刺身ともにもいただいたので
すが、魚の存在感に負けず、上品な味わいに仕
上がったことを覚えています。
また、お米もとても美味しかったです。炊き
立てのお米を掬うと、普段よりもずっしり重み
がある感覚でした。口に含むとしっかりとした
食感で自然な甘味が広がりました。他の田んぼ
のものよりも太く丈夫で栄養のある、苗の様子
が思い出されます。
今回の体験を通して、自然や人間の安全に配
慮した有機農法の大変さ、そして素晴らしさを
自分なりにですが、感じとることができまし
た。
改めてこのような機会を与えてくださり誠に
ありがとうございます。（O さん）

第 3 回（2023 年 10 月 29 日）
午前：脱穀、ふるい分け、選別
午後：上記の続き、畑の収穫体験、精米
持ち帰り物：米（白米）、カボチャ、ナ

ス、ダイコン、サントウサイ、トウガ
ン、シシトウ、チンゲンサイ、ほか

③ ‌�2 ～ 3 回のグリーン・ツーリズム、農業実
習を行なった感想
こちら法学部チームでの実際に来訪しても

らった日にち、具体的な農作業ほかは以上のと
おりとして、では文学部チームと同じく、この
2 ～ 3 回のグリーン・ツーリズム、農業実習を
行なった感想をしたためてもらった。以下のと
おりである。

今回は、脱穀作業の機会を頂きありがとうご
ざいます。東京でも市民農園などは流行ってい
ますが、田んぼでお米を収穫できるようなとこ
ろはほとんど無く、とても貴重な経験になりま

した。
今回は、田植え・稲刈りが終わった後の脱穀
の作業をやらせていただきましたが、以前体験
させていただいた田植えの作業と比べて、とて
も大変で苦労する作業だと思いました。まず始
めに、お米を足踏み脱穀機で脱穀する作業です
が、リズムに乗るのが難しかったのですが、慣
れていくと少しずつテンポ良くできていたので
はないかと思います。一方で、長い間同じ作業
を続けるため翌日ふくらはぎが痛み、足を何回
も吊ってしまいました。
その後、脱穀したものを手で籾とワラに振り
分ける作業を行いましたが、昔はこのように手
作業で行っていたということを、実感しまし
た。
その次には、唐箕を使ってさらに選別を行い
ました。昔の道具なので、正直言うとどこまで
選別できるのか半信半疑でしたが、風力を用い
て籾殻や草の部分がおもいっきり吹き飛んで
行ったのは驚きでした。その時々の風向きを利
用する知恵は、今でも役立つので、当時からす
れば何とも無いことでしょうが、やはりすごい
の一言です。
日本は、島国で他の地域にはない独特の文化
がありますし、何より四季があるので、それを
上手く利用してきた事は、とても誇りに思いま
す。私も、先生のように自給自足で完結した生
活を送ってみたいと思います。
また、前回体験した、田植えと比べて、今回
の脱穀の作業の方がより大変に思いました。今
年は異常な気候変動で、10 月・11 月でもと
ても暑かったというのもあります。田植えは、
同じ作業を続けていくため、少しずつ上手く
なっている感じがあり、達成感を感じやすかっ
たです。一方で、脱穀はより体力を消費するた
め（手足共に）とても疲れてしまいました。
「働かざる者食うべからず」まさに、この言葉
そのものだなと思いました。労働価値説を肌で
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感じました。いつも、新しい経験をさせていた
だきありがとうございます。
今までは、受け身で色々教えていただきまし
たが、次からは是非先生の足手まといにならな
いよう頑張りますので、ご指導よろしくお願い
します。（M さん）

以下は O さんの言である。参加の理由ほか
小見出しを付けて書いてくれた。以前と重複す
る場合もあるが、再確認も込めて、そのままの
掲載としてある。

参加の理由
私が今回農業実習に参加させていただいた理
由は主に 2つあります。
1つ目としては、以前私自身が稲を育てる経
験をしたことがあったことです。小学校の授業
で稲を育てる体験学習では、一人一つのバケツ
の中に入れた土に稲を植えて育てました。初め
ての体験であったことや、十分な知識を持って
いなかったこともあってか、そのとき稲は十分
に育たなかったのです。しかしバケツではな
く、実際に田んぼで育ててみることに興味をも
ちました。
2つ目としては、私の亡き祖父が有機農法に
親しんでいたことです。彼は私が幼いころ自分
の畑で育てた野菜を分け与えてくれたのです
が、美味しくて安全な野菜がどのようなプロセ
スを経て成長していくのか、ということに関心
がありました。
そのような中で、ありがたいことに友人から
先生の実習のお話を伺い、実際に有機農法の流
れを体験しながら学ばせていただくことができ
ました。

実習を体験して
まず一回目の実習の最初に、米ぬかが保管さ
れている倉庫に案内していただいたことが印象

的でした。
その際先生は、米ぬかから「ボカシ」と呼ば
れる肥料をつくることができることを教えて下
さりました。「有機農法は環境にやさしい」と
いう漠然としたイメージはあったのですが、肥
料までも再利用することができるというのは私
にとって大変新鮮でした。
そのあとは、先生の田んぼに案内していただ
き、田植えをさせていただきました。その時に
トラクターで耕された田んぼと先生の不耕起の
田んぼの両方に入らせていただいたのですが、
土のやわらかさの違いに驚きました。先生の田
んぼ土は、とてもやわらかかったです。
また、先生の田んぼの苗もより丈夫でした。
農薬や化学肥料を使わずに作物が育っていくの
かという疑問があったのですが、そうした心配
は実習を通して無くなりました。
田植えは、腰を落として土の中に手を深くう
ずめる必要があるため、続けて行うことは大変
でした。しかしこうした一つ一つの手間が収穫
につながることを考えると、大変充実した時間
でした。
二回目の実習では、成長して収穫されたあと
の稲の脱穀と選別を行いました。稲は通常の田
んぼで育ったものよりも丈が長く、太かったで
す。脱穀は足踏み式の脱穀機を用いて行いまし
た。また選別においては脱穀された稲をふるい
にかけて、そのあと以前から使われている唐箕
をつかってさらに細かい区別を行いました。い
ずれも手作業で思うように進まなかった場面も
ありましたが、後半ではある程度のコツをつか
んで無事に作業を終えられました。
私たちが普段口にする農作物は、生産者の方
が働いてくださっているからこそ、つくられて
いることを実感しました。
また、先生からはお米をはじめ多くの農作物
をいただきました。お米は、自分が田植えをさ
せていただいたものだったのですが、あまりの
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美味しさに驚きました。一つ一つにしっかりと
した粒立ちがありました。また、野菜もルッコ
ラ、チンゲンサイ、ナス、大根などたくさんの
ものをいただきました。それぞれの野菜にしっ
かりとした歯ごたえがあり、今までの野菜で感
じたことのなかった「旨味」を感じました。農
法の差はこのようなところにまで現れるのか、
ということに驚かされました。

おわりに
今回の農業実習を通して有機農法では、安全
で、美味しく、天候の変化にも強い農作物を育
てることができることを知りました。また、肥
料も再利用でき、環境への負荷も少ない素晴ら
しいといったメリットも感じました。
一方で全身を使った作業も多かったため、大
量生産のための普及は難しい、という課題も理
解ができました。そのような中では、先生が実
施なさっている農業実習の取り組みは、大変有
意義なものであると言えます。私が感じた有機
農法の魅力を、もっと多くの方に知っていただ
きたいです。
そしてこのような素晴らしい体験をさせて下
さった先生に、改めて感謝を申し上げます。誠
にありがとうございました。（O さん）

以上が文学部・法学部チームによる、それぞ
れのグリーン・ツーリズム、農業実習の詳細内
容と当事者の感想である5。

Ⅲ．グリーン・ツーリズム実証実験の結
果考察

1．謝辞
こうした新しい実証実験として、まさに筆者

が自説・持論として提唱していた非農家による
農業参画、これを実践すべく農業実習を通じた
グリーン・ツーリズム、自説・持論がかような

形態で発展・展開していったことに関して、参
加してくれた彼ら・彼女らに筆者から、この場

5　このほかに、農学部チームも一回だけである

が、やはりグリーン・ツーリズム、農業実習に

参加した。彼女らの動機に関しては以下のとお

りである。

	 　私達は農学部ですが、実際に有機農業を主と

して行なっている圃場を見る機会は今のところ

ありません。そのため動機としては、そのよう

な畑がどのようなものなのか見てみたいという

気持ちがあります。また、自分が実際に生産に

関わっていて、農薬を撒かなかったために害虫

に作物を全滅されてしまうことも経験しました。

肥料不足のために実が全くならなかった作物も

ありました。［引用者注、以下の箇条書きのとお

り。］なので、先生の畑ではどのようにして有機

農業が成り立っているのか関心があります。実

際に農業を体験することで養うことのできる力

もつけたいと考えております。

・ハウスで育てているトマトがオオタバコガに

食べられてしまった

・路地圃場で育てているサツマイモが何にやら

れたかは分からないが、気がついたら葉がボ

ロボロになっていた

・肥料不足についてはサツマイモが大きく育た

ず、実が細い

・畑で育てていたトウモロコシの葉などは立派

だったが、実はそんなに大きくならなかった

（Aさん、Tさん）

　一回のみ行なった内容は以下のとおりである。

　　　第 1 回（2023 年 10 月 1 日）

　　　午前・午後：田の稲刈り・結束

持ち帰り物：白米、オクラ、カボチャ、ト

ウガン、ナス、シシトウ、ニンニク、タ

マネギ、味噌ほか

	 　これらに関して、彼女らからの感想は伺えて

いない。
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をお借りして感謝申し上げる次第である。また
同時に大変な農作業・重労働を行なってくれた
ことに、「お疲れさまでした」「ご苦労さまでし
た」と申し上げるところである。

さて、今回かくのとおり農業実習を通じたグ
リーン・ツーリズムの実証実験に関して、参加
当事者・学生諸子の動機から感想報告は上記の
とおりとして、主催した筆者から結果考察をこ
こで行なうべきであろう。

それは以下のとおりである。

2．考察①【筆者が見落としていたこと】
まず、上記Ⅱで示した参加当事者である学生

諸氏らの動機から感想報告に関して、例えば当
方から持ち帰った農産物の味ほか等々に関し
て、いささかの誉め言葉ぎみの文言・表現も
あったが、それは有難い思いやりとして斟酌し
ておきたい。それはそれとして、上記の感想報
告は筆者にとって誠に意義あるものである。

とこのように言うのも、彼ら・彼女らの感想
報告は、筆者からすると全く予想しないものが
多く含まれているからである。この農業実習を
通じたグリーン・ツーリズムによって、参加者
である彼ら・彼女らにとって、大きな気づきま
たは発見が多々あったことは、上記のⅡで示し
た当事者からの感想報告で、本稿一般の読者に
おいてもよく知れるであろう。それはもちろん
としても、それらの気づきや発見また感想は、
当方からすると予想していないことばかりで
あった。

例えばそれは、いくつか羅列する限りでも、
地方の人の温かみ、生ゴミほかを肥料として再
利用、持ち帰り農産物の新鮮さとおいしさ、労
働価値説との接近性・親近性、農作業労働の肉
体的大変さ、これらはこちらからすれば当たり
前のこととして、また他と比較すらしていな
かったことである。

それらについて彼ら・彼女らが指摘してくれ

たということは、こちらとしては当然のことに
気づかされたということで、大きな発見と啓発
であり、また収穫である。本稿の 2 において、

「今回のグリーン・ツーリズムで得られた内容
は、筆者と当事者である大学生、両者にとって
大きかったと考える」と述べたその理由は、ま
ずここにある。

3．‌�考察②【座学では得られない気づき・発
見、思索・見解の発露】

関連して、彼ら・彼女らにすれば、いわゆる
座学では得られなかったことが収穫できたので
はないかと、こちらからは考えている。その具
体的なものとしては、上記羅列したこと以外に
も、以下の点が挙げられよう。

自然に触れることの大切さ。自然・環境や雑
草・虫などの生物多様性との共生。日本の食料
自給率の低さ、戦争、そして猛暑から生じた昨
今の農産物価格の高騰。そこから気付かされる
ある程度の自給体制の必要性や重要性、そして
その確保。農作業労働の必要性と、逆に手作業
でそれを行なう大変さ。そしてまたそれをやり
抜いた後の達成感・充実感・満足感。さらに逆
な面での、やりがい・おもしろさ。収穫の喜
び。付加価値を加えることの実践と体感。有機
農業の可能性と、農薬を使用することの再考
察。購入化学肥料一辺倒的依存の再考察。小規
模農業の利便性と可能性。そしてまたその発展
と展開の再考。再利用・リサイクルの実践・実
行と、循環・再生産の重要性、加えてまたその
効果。農作物の成長過程を見ることの必要性や
充実性。市販の購入野菜と手取り収穫野菜との
かなりの違い。書物以上に気付く慣行農法と当
方での農法との違い。それによる農作物と味の
違い。こうしたところである。

これらは実際に田畑に足を踏み入れて、農業
を体験・実践してみなければ、決して得られな
いことばかりのものであって、繰り返すが、書
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物や座学では体感・吸収できず、そこからは生
まれない気づき・発見、そして思索・見解の発
露であると、このように筆者は考える。しかし
ながらかくのとおり実行・実践し、そして各々
上記の体感と実感を得たということからも、改
めて今回の農業実習を兼ねたグリーン・ツーリ
ズムによって得られた内容は、筆者と当事者で
ある大学生、両者にとって大きかったと考えて
いる。

上記羅列した各々のことは、既述のように、
書物や座学では得られない、そこからは生まれ
ない気づき・発見、そして思索・見解の発露で
あり、同時にこれらは言わばお金では買えない
気づき・体感等々でもあったと、筆者からすれ
ば考えている。

4．考察③【本来的農業の再考】
この点に関してさらに深堀して考察していく

と、以下のことが言える。上記羅列した各々の
ことは、振り返れば数十年前には当たり前のよ
うに、各農家あるいは非農家でも行なっていた
ことである。農家でない非農家であっても、小
規模な農地を借りて行なっていたことであっ
て、筆者にも幼少の頃の思い出として、そうし
た記憶がある。

しかし時代が進むにつれて、社会全般にある
程度の野菜・米を自給することから離れ、市販
のものをお金で購入するようになっていった。
非農家であっても、生産することから離れ、購
入して・買って済ますようになり、言わば商
品・貨幣経済にどっぷりと漬かるかのように
なっていったわけである。土から遊離してし
まったとも言える。

さらには日本全体でも、安く農産物を入手す
べく、外国産のものに、つまりは輸入に依存し
ながら、食料自給率が低下していったこの日本
全体の状況。しかし今回の戦争、石油の値段の
高まり、そして猛暑、これらによって野菜をは

じめとした農産物ほか、様々な製品の物価上昇
に苦しんでいるという、昨今の状況。

専門の農家でも、収益性の面から大量に生産
するという課題、そして手作業による農作業の
重労働からの回避等々から、肥料や機械の購入
が必然・当然のものとして必要とされ、それに
依存し、また営利・採算性の問題が大きく付随
するようになっていった。これもまた商品・貨
幣経済への依存である。と同時に、利益・採算
性を考慮すれば、ある程度虫食いなどない見栄
えの良い農産物にしていかなければ、消費者か
ら購入されない。となると、農薬等々の使用も
やむを得ないことともなる。これらが現在一般
的に行なわれている慣行農業であって、機械・
化学肥料・農薬・除草剤を購入し、それを使用
していく背景と内情である。

ここでこうした慣行農業と、筆者と学生諸子
が行なった家庭内供給的小規模農業、この二つ
を改めて対比させて再考してみたい。筆者の場
合、上記現在一般的に行なわれている慣行農業
とは全く違って、機械・化学肥料・農薬・除草
剤を購入し、使用していくものではない。さら
に筆者らの場合、営利ではなく必要部分の自
給。そして余剰部分の農産物は、安心・安全な
米・野菜などは特に、他者へと提供。Ⅱで示し
たとおり、援農のため訪れた学生諸子には、持
ち帰ってもらったことで喜ばれた。

このような広く言えば食を通じた支えが、筆
者の家庭内供給的小規模農業の場合、本来的な
ものとなっている。近頃の言葉で言うと、それ
は支え・支えられ、互いに支えあっていく共助
に近い。そうした意識・感覚が基本にあって活
動している。実際に筆者らの場合、他の農家と
足りない種・苗・収穫物などを分かち合って、
互いに支え合っていることしばしばである。

ここで重要なのは、本来的に見た場合、こう
した食などを通じた互いの支え、これこそが農
業の基本と根幹であり、本来の姿であったはず
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である、という視点である。そうした農業と食
を通じた互いの支えは、慣行農業が対象とせざ
るを得ない既述の営利等々、それ以前の課題と
対象だったはずである。

そこからさらに加えて言えることは、筆者ら
のような小規模農業にはそうしたことができて
いくということである。市場・価格メカニズム
に乗った営利目的、経営的な思考・行動原理で
はなくて、逆にそのような行動原理からは全く
離れ脱却したかのような本来的な形での農業、
これが家庭内供給的な小規模農業には可能だと
いうことである。さらには市場・価格メカニズ
ム等々とは別の、食を通じて支え合う、本来の
姿の農業が可能なのである。これに再度加えら
れるのは、上記羅列する形で紹介した数々の喜
びと素晴らしさを体感できる労働が、小規模農
業を通じて行なえるということである6。

こうした視点から再び考察すると、今回の農
業実習を通じたグリーン・ツーリズムを行なっ
て、学生諸子には既述のような座学では得られ
ない、あるいはまたお金では買えない、農業本
来の課題等々、様々なことに気づき、習得でき
たと考えている。

ここでいったん総括しておくと、このような
市場・価格メカニズムの原理や商品・貨幣経済
に乗っていかない本来的な農業、これが実行可
能である家庭内供給的小規模農業、その家庭内
供給的小規模農業は今回のようなグリーン・
ツーリズムを実行可能としていく多様性・多機
能的意義、これらをも合わせ持っていることが
今回知れた。こうした側面からも、筆者提唱の
家庭内供給的小規模農業の有益性を本稿で改め
て提示したい。

そしてこのようなグリーン・ツーリズムを通
じた形であれ、あるいはどのような形態であ

れ、筆者がかねてからの自説・持論であった、
上記示した家庭内供給的小規模農業が、非農家
の農業参画を通じて広まっていくことを希望し
ながら、再度本稿にて提唱するところである。

5．考察④【今後の課題】
補足して、上記では有益性や優秀性に重点を

置いて示したが、それとは逆の一面や今後の課
題などを同時に考察しておかなければ、片手落
ちであろう。それについては目下以下の問題・
課題を指摘しておきたい。

何しろ一番の問題・課題としては、こうした
グリーン・ツーリズムを通じた非農家の農業参
画には、継続性の問題・課題があるという点、
これを今考慮している。つまりこれが一過性の
ものとして、一回や数回だけ、あるいは一年・
単年だけのものとして終了したのであると、単
にそれだけのものとして終わっていくこととな
る。

と言うのは、筆者以外でもさらに実際の自身
の農地を持つ農家の大きな課題は、単に一年だ
けではなく、生涯農地と向かい合っていかなけ
ればならないという、大きな課題・問題があ
る。グリーン・ツーリズムとして観光を兼ね
て、一回や数回だけの体験では、農作業を手
伝ってくれたことへの感謝はもちろんあるもの
の、それとは別に一回や数回だけのものである
ならば、やはりいわゆる遊びやそれに類したも
のなのかと、専門の農家からはいぶかしがられ
ることはありえる。そうした単発・浮遊的な遊
び心的なものとは違って、上記農家は繰り返す
が、生涯農地と向かい合っていかなければなら
ないのである。一年だけの完結ではないのであ
る。

筆者あるいはグリーン・ツーリズムを引受け
る農家は、援農に来てくれた者への感謝をもち
ろん当然持つ。筆者にしても、述べたように、
上記羅列した数々の有意義性を学生諸子らと共

6　これらに関しては、深澤［2022］で詳述してあ

る。
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有できた。そして家庭内供給的小規模農業の有
益性・有効性を改めて汲み取った。ただそれら
が、上述の課題・問題からして、一時的・当該
年度的な単発・浮遊的なものとして終わってし
まっては、それだけのこととなる。しかしなが
ら援農者に来年も絶対来るようにとの、強制は
こちらからしてできないわけである。彼ら・彼
女らにはそれなりの事情や都合がある。まして
や季節的な出稼ぎ労働者のように、毎年あるい
は長期に渡って、彼ら・彼女らの支援を、それ
も無償で期待することはできない。

ここが問題・課題となろう。既述のとおり、
専業の農家になればなるほど、大きな自家所有
地を持ち、さらにその農地と生涯向き合ってい
かなければならないわけであるから。グリー
ン・ツーリズムとして一時的・当該年度的なも
のとして終わっていくのであれば、それはそれ
で終了で、あとは再スタートとなる。上記のよ
うに、季節的な出稼ぎ労働者のように、毎回毎
回誰それの援農や支援を、無償で期待すること
はとてもできないであろう。

筆者が先に継続性の問題・課題があると指摘
したのは、こうした意味合いからである。これ
をいかに長期的に、そして互いにより実りある
ものにしていくか、これが今後の課題ではない
かと今思索している。

終わりに

ともあれ、こうした今後への課題は当然出て
来るものである。完璧な事象は無いように、逆
に課題があるからこそ、それを解決・使用する
べく事象は弁証法的には発展・展開していくと
も言えるのである。

ここ終わりに、まとめて総括していくが、今
回こうした新しい実証実験として、まさに非農
家による農業参画、また農業実習を通じたグ
リーン・ツーリズム、それによって得られた内

容は、再度の繰り返しだが、筆者と当事者であ
る大学生、両者にとって大きかった。数々の有
意義性を互いに共有できた。

さらに、筆者のかねてからの自説・持論であ
り、実践活動でもある、家庭内供給的小規模農
業はグリーン・ツーリズムへと発展・展開させ
ていくことができていくという、有益性・有効
性を改めて汲み取った。こうした面からして
も、同時に筆者のかねてからの自説・持論であ
る非農家の農業参画、これが拡大しつつある。
それらについて、今回の学生諸子の活動・行動
から実際に知ることができた。これに関する今
後の課題は、継続性という点であった。

筆者の自説・持論としてのこうした非農家の
農業参画による家庭内供給的小規模農業の展開
が、さらに拡大・発展していくことを一層望む
ところであって、そのための考察や方途・方策
について、さらに思考・彫琢していく所存であ
る。
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